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重要イベント① 米国の景気・物価動向と金融政策
米国では3月21⽇に政策金利引き上げが行なわれたことで、FRB(米連邦準備制度理事会)は当面利上げの効
果を⾒極める姿勢をとると⾒られます。ただ、足元の景気・物価動向は、今後の金融政策の行方を占う上で重要で
す。雇用統計、消費者物価指数、小売売上高、GDP(国内総生産)統計などの経済指標、3月20、21⽇の
FOMC(米連邦公開市場委員会)の議事録や、ベージュ・ブック(地区連銀経済報告)などの内容が注⽬されます。

重要イベント② ユーロ圏の金融政策
ユーロ圏の景気は概ね堅調に推移していますが、消費者物価インフレ率はECB(欧州中央銀行)が⽬標とする2%
弱を下回っています。また、3月4⽇の総選挙後も不安定なイタリアの政治情勢や、米国の保護主義政策の高まり
に対する懸念など、ECBが経済以外の要因にも配慮せざるを得ない面もあります。4月26⽇のECB理事会では金
融政策の大きな方針変更はないと⾒られるものの、景気・物価動向やリスク要因に関するECBの判断が注⽬されま
す。

重要イベント③ 日本の金融政策
4月26、27⽇には、黒田⽇銀総裁再任、雨宮、若田部副総裁の就任後初めての金融政策決定会合が行なわ
れます。2%の「物価安定の⽬標」を依然大きく下回っていることなどから、金融政策の変更の可能性は小さいでしょ
う。ただ、これまでの金融政策の有効性に対する疑問が市場などで浮上しており、それに対して⽇銀の新首脳部がど
のような姿勢を⽰すのかが注⽬されます。
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4月の政治・経済イベントと
マーケットの振り返り
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上記は、すべて現地時間で作成しており、作成時点で利用可能な最新の情報を用いておりますが、発表⽇は変更される可能性があります。
（出所）Bloombergデータ等より野村アセットマネジメント作成

予定

2⽇(月) ⽇本 3月調査⽇銀短観

4⽇(水) ユーロ圏 消費者物価指数（3月、速報値）

6⽇(金) 米国 雇用統計（3月）

11⽇(水) 米国 消費者物価指数（3月）、3/20､21開催のFOMC議事録発表

12⽇頃 中国 マネーサプライ、社会資金調達金額（3月）

16⽇(月) 米国 小売売上高（3月）

17⽇(火) 中国 1-3月期GDP、鉱工業生産指数、小売売上高、固定資産投資（3月）

18⽇(水) 米国 ベージュ・ブック（地区連銀経済報告）発表

20⽇(金) ⽇本 全国消費者物価指数（3月）

26⽇(木) ユーロ圏 金融政策発表

27⽇(金) ⽇本
失業率、有効求人倍率、鉱工業生産指数、小売売上高、新設住宅着工
戸数（3月）、東京消費者物価指数（4月）、金融政策発表

27⽇(金) 米国 1-3月期GDP（速報値）

30⽇(月) 米国 個人所得、個人消費支出、個人消費支出デフレーター（3月）
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○野村アセットマネジメントHP（http://www.nomura-am.co.jp/）からは、

ホーム画面 ＞ マーケット情報 ＞ マーケットコメント

とクリックしていただくことで、アクセスできます。

こちらのページからは、過去のマーケットコメントもご覧いただけます。
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